
















































































































































































































































































































































































































城壁の外周には濠が廻っていることから “ 水の都 ” として名高く、イタリ
アのベネチアと友好都市になっている。この町にある、太平天国（1851年、
洪秀全が作った政府）の王府（忠王府）のそばに、2006年に、中国系のアメ
リカ人建築家である、イオ・ミン・ベイ（貝律銘。日本滋賀の MIHO 美術
館も建築）による、新しい庭園・外形も美しい「蘇州博物館」を開館して
いる。観光地の博物館であるため、入館者も多く、館外に相当長く列を作っ
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てから入館することになる。館蔵品・展覧品には、この地の呉文化を示す
ものが中心に原始時代から現代にいたるものがみられるし（国家一級文物
＝国宝クラスが250件以外に多くの二・三級文物を含む）。特に春秋・戦国
時代の呉文化関係のものの外、呉文化の陶磁器・書画・絹布生産地として
も有名なので、その関係の織物など多く見られる。この地域に来た人は町
全体の観光、寒山寺、留園、虎丘公園（霊岩寺の斜塔）、城の南西角の盤門
など数多く見学するところがある。
　蘇州市の西北郊外の蘇州滸壁関開発区に、2011年1月に新しく「蘇州東
呉博物館」が開館された。これは収集家として有名な陳鳳九氏が蒐集品を
蘇州市に寄贈してできた半官半民の博物館で、すでに一部が紹介されてい
た陳氏の収蔵品が、一堂に会いしてみることがえきる。特に銅鏡（約1000
面）、越王勾践の偑剣などをはじめ青磁器、唐三彩、石刻品などが館内・
館外に陳列さていて、古代史・考古学に興味ある人は必ずいく価値がある。
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